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「gTLD登録データのための暫定仕様」
https://www.icann.org/news/announcement-2018-05-17-en
https://www.nic.ad.jp/ja/topics/2018/20180521-02.html
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• 2018年5月17日ICANN理事会が決定

https://www.icann.org/news/announcement-2018-05-17-en
https://www.nic.ad.jp/ja/topics/2018/20180521-02.html


暫定仕様とは？ 位置づけ

• ICANNが定めるレジストリ契約、レジストラ認
定契約に対して、GDPRへの適合を目的とした
関連条項の修正点を示すもの

• 暫定(Temporary)：発効後の状況を織り込んで
GNSOのポリシー策定プロセスによって改めて
調整
– 最長で1年間有効とし、理事会は90日ごとに確認
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暫定仕様とは？ 主な内容

• 個人データの取り扱い
– 表示項目で特定した上で非表示
– 非表示のデータに関しても「正統な目的(legitimate 

interest)を持った第三者」にはアクセスを提供
– メールアドレスは非表示とするが、当該メールアド
レスへの連絡を可能とするゲートウェイなどを準備
する

• その他
– RDAPの早期導入努力
– UDRPやURSの申し立てに関する小修正
– 個人データの第三者移転に関するGDPR適合義務
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WHOIS（登録データディレクトリサービス）と
正統な目的(legitimate interest)

• GDPRの目的「個人データの保護」と
WHOISの目的「リソース保持者情報の開示」
は基本的に相反しており、ここが最大の論点

• 暫定仕様4章「gTLD登録データ処理の適法性と目的」で、
ICANN付属定款などから4ページを割いて論考
– インターネットの識別子機構の安定運営の調整
– 課金請求、ドメイン名登録に関する紛争処理、連絡
先の明確化、レジストラ移転などの必要性

– 消費者保護、不正利用への対処、法執行
– これら正当な目的と個人データ保護のバランスを取
るための措置の必要性
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未解決な論点 – 添付資料(annex)

• 暫定仕様までの検討で未だ解決しておらず、今
後の検討が必要としてICANNが認識している論
点を列挙している
– 非開示データにアクセスできる「正当な目的」を持
つユーザの認定(accreditation) – WP29, EDPBからの見解待ち

– URS、UDRPの申し立てに対する非開示データ提供
– 法人の登録データを公開とするための、法人と自然
人の峻別方法

– 法執行機関からの照会に関する秘匿性
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関連文書

• Temporary Specification for gTLD
Registration Data(gTLD登録データの暫定仕様書)
– https://www.icann.org/resources/pages/gtld-registration-data-specs-en

• ICANN臨時理事会(2018年5月17日開催)決議概要
(2018/5/18)
– https://www.nic.ad.jp/ja/icann/topics/2018/20180518-01.html

• Interim Compliance Model
（暫定仕様策定の詳細検討文書）
– https://www.icann.org/en/system/files/files/gdpr-compliance-interim-

model-08mar18-en.pdf

• Advisory Statement（理事会の検討経緯を示す声明）
– https://www.icann.org/en/system/files/files/advisory-statement-gtld-

registration-data-specs-17may18-en.pdf
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IPアドレスに関して

• RIPE NCC(Réseaux IP Européens Network Coordination Centre)
欧州地域を管轄する地域インターネットレジストリ
– https://ripe76.ripe.net/presentations/101-GDPR-Database-WG-RIPE-76.pdf

– 1995年のデータ保護指令に準拠済み
– GDPRに関しては黎明期のリソースを中心に若干の対
応が必要

– コミュニティ議論を通じて対処中
• 他の地域

– 基本的に、欧州域内の登録者担当者は限定的ながら、
それぞれに対処中
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ありがとうございました
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